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策2次インドデカン･高原学術調.査

まえがき

世界最大の玄武岩台地(50万上m2)であるデカン高原

の実態は一回の調査旅行ではとてもつかみきれ在かっ

たと思っていたところ47年度文部省科学研究費補助金

(海外学術調査)が認められ勇んで出かけた.第1

次(44年度)の調査に続いてインド地質調査所には一

方放らぬ鴇力を受け無事終了することカミできた.ま

た隊長の荒枚氏の努力と隊員の協力はそれを見事にサポ

ｰトした.ここに感謝の意を含めて今回の調査旅行

の成果や現地の写真を紹介したい.そしてまたインド

よ｢マナスカノレ(ヒンズｰ語の今日は)｣.記された内

容の文責はすべて筆者に亭る.

第一次(昭和44年12月14目～昭和45年1月11目)の調

査についてはそのいきさつを含めてすでに｢インド･

デカン高原の玄武岩一海外学術調査一｣地質ニュｰス

No.195(1970)および｢デカン高原(インド)の地学

総合調査一海外学術調査一｣工業技術第14巻第6

倉沢一

号(1973)などに報告されているので参照されたい.

また各方面の分野にわたる研究成果は一部公表されま

た現在も研究カミ続けられているかそれらは印目共同研

究ということから両国共同で正式に公表されることを

前提とされている.したがってここでは現地調査報

告を中心に記しておきたい.

今回の学術調査は｢インド曲勅ン高原の地学総合調査

(Geo1ogica1,Geophysica1星mdGeoche皿ica1Studiesof

theDeccanTraps,I･idia)｣のテｰマで行なわれ前回

と同様である古期間は昭和47年12月18目～昭和48年1

.月31賞であった出

デカン高原学術調査隊メンバとそれぞれの研究担当内容

は

隊

隊

次の通りである二

長荒牧重雄東京大学地震研究所(火山学岩石学)

員今田正山形大学理学部(岩石学人■｣｣地質学)

倉沢一工業技術院地質調査所(同位体地球化学)

青木謙一郎東北大学理学部(岩石学)
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図1調査地位置と行動地城図左上はヒンズｰ語による筆者名(フィｰルドノｰトから)�
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木下輩

大島治

石橋克彦

国内における連絡者は

小嶋稔

東京大学理学部(古地磁気学地震学)

東京大学教養学部(岩石学)

東京大学理学部(地震学)

東京大学理学部地球物理学教室

調査旅行の経過

旅行経過の概要を次にまとめておく(図1参照).

現地ボンベイのAscotHote1に全員集合ということで

それぞれ日本を出発した.調査用具や測定器具は前も

って航空便でボンベイに送っておいた.ところカ茎イ

ンドは輸入規制カミ強く税関を通す手続カミまことに厄介

であった一荷物のリストは完全であったが税関官吏

はネジ1本までチェックする.したがってインドか

らの出国に際しても同じように調べられること'に友った.

しかも手続の書類は外務省を通じてインドヘの搬入

(輸入)免税許可(exemptiOn)をもらわなけ汕まなら一'

ず隊長の心労は一通りではなかった.ボンベイの総

たかひろ

領事津田天瑞氏と深谷氏には大変お世話にたった.輸

出入業者のS･M･MEHRoTRA氏は実務上大いにほん足

してくれた.こうした手続上のおくれで測定一調査

器具の入手は48年に入ってし奉った肺その間ボンベイ

島地域および東方地域の調査とKhanda1a'であ地震計設1

置地点決定のための調査を実施した.インド側の岩石

学者であるS.S.DEs互皿UKH氏とは今後の調査旅行ス

ケジュｰノレ打合せを行たい.結局図1のよう定東奔西走

のハｰドスケジュｰノレが実施された

新年(･･年)を迎えてか宇十月･卜･目宥和木

下はボンベイｰMad三as-Banga1orト余ンベイめ調査素

行を行なった.また青木大島石橋はKhanda1aの

地震計設置地域ならびにボンベイｰI弓･t…i地域の調

査を行たった･一方･月･日には木下右橋中隊細.

地震計設置のためKhanda1盆へ向った.長期連続観測

である.り一･

二声査隊の本隊は1月10目からボンベイｰIgatpuli二

打砕一A･1･･竿･b･･(･j6･t軋.･11…)二･･ik･1d…一

神･･､の効'ソト'ラッテ畑!ラ千ス調査旅/昨

ジｰデ苧連ねて出発した.前回に報告したように､

哩ξpurにはイシド地質調査所め最大の支所カミありイ

ンド側研究者の責任者であるYS.S畑息如m試S.S.

D理s醐UK亘両氏はここに勤務している.､ごめ間POona

支所のR･YI肥R氏も案内に同行しだIξatpu1i地

域の調査の後Nasiセ経由でAurangabadlと夜串そく

到着政府のRestHouseに入りAjanta,E11oraの仏

教遺跡で有名なCa∀es(洞窟)地域も3日間にわたらt

調査した･その先N･gPu･までの1o階d･iveは荒牧

大島両隊員が頑張った.倉沢と今田はここAuranga･

badからボンベイに帰りまた1月15目一19目のGimar

Hi11地域調査のため倉沢と青木は出発した.ここで

3年振りに前回お世話になったB.N.JAY蛆畑氏に

再会した.この間もう一つのグノレｰプの今回木下

石橋の各氏はHyderabadへ飛び現地の調査を行なっ

た.

このようにして!月20目には一麻全員がボンベイに

戻り採集された試料整理地震計の撤去とさらにボ

ンベイ島付近の調査も追加して行なわれた､最終的に

は荷物の整理梱包と日本への送付のための手続きにほ

んろうされた.その時インド独立記念目(Repubric

Day1月26目)を祝った.隊員各メンバｰは思い思い

のノレｰトを経て東京に帰った.たおインドとの時差

は3時間半であることをここに記しておく.およそ1

ケ月半の調査旅行であった.次に調査旅行に加わり

公私どもに協力して下さったインドの方々などの名を記

しておく(敬称賂).

インド地質調査所長(Ca1cutta)DirectorGenera1第19代

M二K.R0YC且｡yD亘URY

子節回時g所長はM.S.BALAsUNDAR畑)

平gbur支所･

Y.S.SAHAs三ABUD肥(岩石学)

S.S.DEsH皿金H(岩石学)

Po6na支所･..､.

R.,プIYER(醇外地質学)'

Jaipu}支所長

B.N,JムYムR畑(最近Ahamedabadから栄転)

Ahamedab三d支所

S.BANDY0pムDHYA(岩石学)

J.P.NAI(薄片製作召使役)

“紬･･支所

KlS.SU甑A蛆N.AN(岩石鉱床)

§.B五D{I舳RAYANAN(岩石学)

P.R.S岬A岨NI畑(地下水学)

V.V酬KAT畑A0(野外地質学)

Banga1ore支所

M.V.N.MU珊且Y(所長)

M.'ZIAUDDIN(Mysore州北部地域局長)

工Sw加INAT亘(同上南部地域局長)

V.R.V.RA0地質学)

P.KYADムY(野外地質学5

ボンベ!･日本総領事館

津田天瑞(総領事)

深谷(副総領事)

Khopo1i鐸美技術指導農場長(印目協力)

�ぺ潁��

ボンベイ輸出入業者

S.M.M囲RoTd趾(Bharati§h{ppingAg6hcy)

��条��略��畳攀

JIYムALI(名コック)�
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インド人にいわせれば国の最大政策は貧困との戦いで

あって変わらぬ姿で迎完てくれるインドの門交差点

のポリスなどを眺めただけではうかがい知れぬ問題の

重要性がある(図5).

一方前回にお世話になったボンベイの総領事が人

見鉄三郎氏から津田天瑞氏に変り場所もKashmirHo-

use19,NepeauSeaRoad,Ma1abarHi11からCarmi-

chae1Road1,Cumba11aHi11へと移転していた.公

私どもにお世話になった執事のG.A.9U醐EI氏も辞

めていた･このためと調査器機の搬入手続の書類の

不備もあって荷物の入手には時間がかかりご迷惑を

かけた.加えて輸入規制の方策によるためもあり通

関も厳しくなっていた.インドでは日用消耗品の不足

もあるからである.

インドの正常化の傾向はホテノレでの支払い方法にも

あらわれている.今回はホテルの支払いは全てドル

で行なわれた､インドのルピｰ(1ドノレは公定約7.5

ノレピｰ)は正式に両替したものでたければならない.

これは大きな変化であった.またボンベイ北西方の

ギノレナｰ丘地域調査時のドライバのK.P.K.N畑氏

は交通事故で亡くなられていたことも私たちにはショ

ックであった.しかしこうした私たちの感情をよそ

にデカン高原は変らぬ姿で迎えてくれた.

デカン高原調査旅行

前回の調査は連日の快晴続きであったが今回は雲

におおわれることカミ多かった.しかもボンベイだと

1の市街地や工業地帯の空気のよごれはかなりひどく街

路が清潔になったことと対象的であった.調査用具の

通関に手間どっている間にボンベイ島および東方地域

の調査に出かけた.帰国直前の数目間にもその補足

調査を行なった.

ボンベイ島付近

ボンベイ島には数百万人の人カミ住みこれと思う露頭

地はひどいスラムカミ並びサンプリングは困難であった.

ボンベイ市街北東方およそ10kmのTrombayにある原

子力研究所BhabheAtomicResearchCeate･近くでは

アルカリ岩系の岩石種でかんらん石輝石のほかに黒

雲母斑晶の多いmonthiquiteをはじめ｡1ivinebasa1t,

�捲楴楣����数�������牡捨�攬�来�楴攬

pitchstOneなどカミ採集された.ボンベイ島はインド大

陸半島西海岸からBasseincree良,U1hasriverおよび

Thanacree良で境された島であるカミこれらのクリｰク

や河を除けばいわば半島といえる.ボンベイの西方

は広大なアラビア海である,がンベイにあるインドの

門は島の北部の石切場で採石されたtrachyteで建て

られたものである(図5).これらのアルカリ岩系の溶

岩は凝灰岩層をはさむことカミ多くまた溶岩が枕状溶

岩とよばれる形状をなしている地域もある.凝灰岩層

は弱い榴曲を受けている場合がありデカン高原の玄

武岩類の分布する東方のほとんど変動を受けていない

事実とはっきり対立した地域性をこのボンベイ島に認

めることができる.この島の火山噴出物層は全体的

に西方に傾斜している.

こうしたいちじるしい特徴はボンベイ島の東側に

ほぼ南北に深く入りこんでいるThanacreekを境にし

下東方地域は全てソレイアイト系列の溶岩類で占めら

れていることにあらわれている.つまり入江クリｰク

の地質構造上の重要性を示すことになる.すなわち

ボンベイ島の東側のこのクリｰクはデカン高原玄武岩

類の大部分カミンレイアイトでありボンベイ島のアノレカ

リ岩系岩石の分布域とはっきり分けている大きな構造

線をあらわすものということになるのである.

ボンベイ東方地域

この地域の調査は前回にも行なったカミ今回はさらに

綿密に行なった.ボンベイ島がアルカリ岩系の火山岩

で占められており東方のソレイアイト地域との境界あ

るいは両岩系分布域の漸移関係を追う目的を第一として

行なった.しかし上述のようにThanacreeLを境

にして極めて明確に分けられることが明らかにたった.

一方このクリｰクにほぼ平行に粗粒の玄武岩を主体

とした多数の岩脈カミ発達していることも明らかになった.

これらの岩脈は直線状の山陵となって地形的にも容

易に確認された.

さてさらに東方のPoonaへの途中にあたるKhan-

da1a(約120km)ではミッション系の小学校近くに高

精度地震計を設置した.例によって人カミ多い上に家

畜カミ横行するため四六時中番人を雇って監視してもら

った.多数の測点と側線を引くことは無理であったが

連続観測は成功した.木下石橋両隊員は定期的にチ

ェックに出かけた.この観測地点への途中農業技術

援助としてのIndo-JapaneseAg･icu1tuエa1Extension

Center(Khopo1i)'では秋谷所長と若い農業技術者た

ちの苦労話を聞いた.この技術援助もインドの独立

と自給自足政策のあおりを受けてどんどん縮少されて

きている.マラリヤコブラあるいはサソリに悩ま

され通しだという.とにかく樹陰や茂みにはコブラカミ

いるから注意することということであった.

目を改めてボンベイ北東方のKasara-Igatpur五の

調査を行なった.カンカン照りの露頭調査サンプリン�
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グは楽ではない.国道沿いの露頭が最良の観察地点で

火山層序学も進行する.溶岩類は一般に砂層物を爽

んでおらず溶岩の直接的累積関係を知るためには苦労

すると思いきや意外にはっきりと見ることカミできた.

溶岩は,日本でのいわゆるグリｰンタフ地域に見られる

ように変質作用カミ造んでいると思われるよう恋表面を

もっている.その例を図7に示す.こうした溶岩は

部分的に緑色を帯び溶岩流の一つのユニットはその

下部の底面に垂直に発達したvertica1vesicu1ar(気孔)

と･上部のvesicu1artop,あるいは｡1inkertop(あるい

はscOriaceOustOp,amygda1oid)ではっきり区別でき

る.写真の白い斑点模様はvesicu1arをうめた二次鉱

物である.溶岩としてはやや厚いパホエホエである.

このよう狂現地観察で火山層序学的方法の認識カミイ

ンドの地質屋にも充分理解できたようだ(図89).

この分野の観察ぶりは荒牧隊長の独壇場で隊員一同も

大いに学んだ.

マドラスｰハンガロア

この旅行は図1に示したようにボンベイからMad-

raSまで飛行機で飛びそこの地質調査所支所の案内で

南西方のMosqueHi11の｡hamoc止iteを見またその

後は汽車でArkonamに行き臨時やといのノ･イヤｰで

北方に足をのばすというような強行軍であった.3目

目にはKatpadiで汽車を降りて田舎に一泊.その翌日

にはJo1arpetta1に下車して歩き夜Banga1oreに着い

た.Banga1oreではやはりインド地質調査所支所に

お世話にたり一週間の旅を終えてボンベイに帰った.

この旅行は.先カンブリア紀の岩石を見て歩いたことに

なる.その造山帯と地質構造地質概略図を図1011

に示す.

実際にはボンベイからMadrasへは昭和48年元且

に出発した.Mad･asは北緯13｡.さすがに太陽光線

が強い.新聞記事によると気温(最低22.C最高

29.C)湿度は72%とメモにある.もっとも気温の低

い時期でこの気候だ.ボンベイから1時間半の飛行で

眼下にはデカン高原が広カミっていたがMad工aSへ着くこ

ろにはすっかり陽カミくれてしまった.空港から街中の

AirO旺｡eにつくとリンタクに取りまかれてまいっ

た.空港の政府の旅行案内所で世話をしてもらったホ

テルは建てたばかりの外国人用の二流ホテルであった.

↑図7

ボンベイ北東方Igatpuriでの露頭

下方の溶岩の境にほぼ直角にVe正tiCa1

VeSiCu1arそして上方に∀eSiCu1ar

topが見られる

図8

現地調査での討論左から隊長

荒牧Dr.R,V,IY回大島

��������

図9

Ig自tp町iにおける現地調査�
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島12泌

､蚤

図10デカン玄武岩の分布と基盤先カ1■フリ

ア紀造山帯(数字は100万年)

図11インド地質概略図

あわてて翌日には地質調査所支所のはからいで普通の

ホテノレに移った.インドにいることを忘れさせるよう

なところに宿泊したのではつまらないからである.

Mad･鵬の街は暑いが日本の夏のあの蒸し暑さよりは

いくらか楽だ.太陽は強烈(図12).

支所長は不在であったカミ代理のSUBB畑ムNIム氏と

若い人の案内で｡ha工nockiteで有名なStTho汕as's.

Hi11のさらに南西方のMosqueHi11の石切場に行った

(図13).斜方輝石を含むことカミ特徴とされている花闇

岩質岩である.2,600m.y.の年齢をもつカミこの岩石

はチャｰノカイト変成作用で生成された変成岩とする立

場もあって今たにその成因は謎とされている.

その目の昼には汽車に乗り込み西方のA･長｡namに

1時間で到着.この地の

北方は政情不安で暴動が

あったばかり.意を決し

てやっとチャｰタｰでき

たガタガタのハイヤｰで北

方に走りとにかく石切場

に到着した.それカミ図14

である.あまりにも陽ざ

しカミ強いので少時坐り込

んでしまった.真黒にた

ったインド人が素足で石を

切っている.この先カン

ブリア紀片麻岩の上で火を

焚くと20～30c㎜の厚さ

で割れて浮き上る.この

板を切るという作業である.

宰にみごとに割れている.

.この方法による石切作業は

古くから行枚われていたものであろう.

Arkonam北方のこの石切場から駅に帰りまた汽車

で西に走った.車内で知り合ったインド人に教えられ

てKatpadiに降りホテノレ風のLodgeに入る.水

のシャワｰ印度式トイレ(水を使って左手で洗う)が

別のところにありしかも部屋は刑務所の独房に似てい

る.ひどいものだったが今になるとなつかしい.

壁にヤモリ(>20cm)がいた.朝目の前にそうぞう

しい風景カミ展開していた.どうも朝市らしい(図15).

1泊素泊(2人)で約200円､外食のインド食堂での

ホットなカレｰも口に合うようになっていた.

図12マドラスの街

区13マドラス南西方のMosqueHi11,chamocLite

採石揚�
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図18

片麻岩を貫く

玄武岩質岩脈

んでトランジスタｰラジオを耳につけて歩いている人

をよく見うけだ.例にもれず所長も明日はインド

対イギリスの試合があるというので少々興奮しておられ

た.

その肩の午後はそれでもクリケットには興味がない

という若い地質屋のY畑ムYとそのボスらしいRム0氏

との案内で先カンブリア紀の平原をジｰプで走った､

やはり･片麻岩様花闇岩カミ多い.インドでは花開岩(gr-

anite)をグラナイトといっている.粗粒玄武岩の岩脈

もあったが露頭がほとんど荏い.Banga1oreの街は

実にきれいだ.ボンベイの表通りがきれいだと感じて

いたカミ比べものになら在い.市内の建物も立派で清潔

在感じだ.Myso蛇州は農産物はもちろん鉱産物に

も恵まれているからすべてに豊かなようだ.Madras

の暑さと汚なさを忘れてしまった.すっかり気に入っ

てしまった.ただこの地でもいわゆる政府直属の建

物は撮影禁止で交通機関の一部を含めて記録でき狂

いのが残念というケ』スか多い.

明けて1月6日は土曜目というのに若いYA趾平君

カミ迎えに来てくれた.彼のフィｰノレドを案内したいと

いう.ふだらかな起伏を走る道路はアメリカ西部に

もよく似ている.片麻岩様花闇岩～ミグマタイトカミほ

とんどではんれい岩一ノｰライト岩脈が見られる.

彼のフィｰルドは相当広い範囲にわたっている.調査

の基地は図17のように政府所有地にテントを張ったも

ので半年はここで頑張っているそうだ､週に一度は

表1インド大陸の先カンブリア紀年代表

血Ly･
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買物に出かけるが人夫召使風の人とジｰプの運転手

との3～4人のチｰムの仕事は大変だろう.また石切

場で見られた鉄分の多い玄武岩岩脈は印象的である(図

18).写真のむこう右端は木下隊員その左大ハンマ

ｰを持っているのがY畑蛆君.

20数億年という年令を持つ先カンブリア紀の岩石の上

に正月7日間をすごした.Mysore支所に挨拶し

約1時間20分の飛行でボンベイに帰った.ボンベイの

ホテルに帰ると家にもどったような安心感をもつのも

面白い.サンプルを荷物重量制限ぎりぎりの重さま

で背負って持帰った.ジｰブを使ってボンベイまで帰

れ泣い場合はつらい.インド大陸半島の先カンブリア

紀年代表を表1にまとめておく.

ボンベイｰ末一ランガバッド

いよいよこれから調査隊の本格的調査旅行がはじまる

ことになった.大トラバｰス調査旅行はボンベイか

らIgatpuri,Nasik,Aurangabadを経てC雌aldara,

NagPurへのコｰスである.Au工angabaaからNagPur

へは荒牧大島両隊員カミ参加した.筆者と今岡隊員は

途中AurangabadとAjanta,E11oraCaYesを見た後

ボンベイヘ帰った.次の別の調査地へ行くためである.

ボンベイからAufangabadまでの調査旅行はJeepであ

るかポンベイヘ戻るための飛行機の切符の手配には粒

がされる.とにかく地方との連絡はほとんどできな�
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図25オｰランガバッド北西方の調査地域展望

いらしくコンブアｰムできないから困ってしまう.石風景が見られる.デカン玄武岩の粉砕にエンジン

現地へついてからたしかめるしか方法はない.を使っていれば良い方である｡現地で調査していると

ボンベイからAurangabadまで320友mとインド人は何処からともなく人カミ現われ私たちのディスカッショ

いっていたか夜中の10時過ぎに着いたことからももンを聞いて(?)いる(図23).

っと走ったように思えた.車を連ねて時速10阯mは

軽く出している.舗装はあまりよくないので楽では恋オｰランガバッド(週110ra,Aj蛆ta)

いカミさすがにプロの運転手だ.エンジントラフノレもAurangabadでは政府のRestHouseを基地にした･

キャブレタｰを分解してあっという間に修理してしまっ到着の翌日はE11oraCaマes(洞窟)方面へ調査に出かけ

た(図19).ジｰプ積の地質調査所のマｰクもなつかした.途中D･u1･tab･dF･工t(城跡)を通る.ごれ

い(図21).車窓展望としてしばしば図22のような採は14世紀MohammedBintugh1aqによって建てられた

という.観光地というわけ

で子供のエノ･ガキ売りにと

路沿いに露頭がはじまり溶

うた観察が行なわれた.

灘

FOrtの全景として図25のパ

ノラマをごらんいただきたい.

右寄りの城はデｰブノレマウ

ンテンの麓を切りとって周

囲19調査に使われたインド地質調査所のジｰプボ:■ベイ図21現地調査で大変お世話に抵ったインド

北東方約120k血のIg･tp皿i地質調査所のマｰクジｰプの横に見回の城壁に使用し自ら天守

られる

図22ジｰプで移動中にみられた採石破砕風景

図23現地調査に近くのインド人も珍しそうに集

ってくる�
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中央部はDau1atabadFort(1近世紀)

図26

オｰランガバッド北酉方のデ

カン玄武岩のメサ様テｰブル

マウンテン

図27

オｰランガバッド北西方30km

のE11oraCavesの展望山

麓に数多くの洞窟カミ並ぶ

闇の形となったものである.右端の露頭では調査がは

じまっている.スケｰルの大きい風景は一枚の写真

では説明しきれない.E11o工aへの途中の長いデｰブノレ

マウンテンの様子もまた同様である(図26).溶岩の積

み重なりカミよく解る.デカン高原の上にこのよう荘地

形かたくさん残っている.調査カミ造むにしたがって

やがてE11oraCavesカミ見えてくる.山麓の岩場のよ

うに見えるものカミ洞窟灘である(図27).

こうした古い遺跡に当面するといつものことたがら

インドの長い歴史変遷吏はどうたっているのか戸惑

う.さてインドパキスタンスリランカ(セイロ

ン)の面積は全ヨｰロッパの面積に匹敵する.約450

万長㎜2.これが300年余りにわたってイギリスの支配

下にあった.第2次大戦後独立の道を歩んでいる.

インドの歴史は紀元前2000年ごろインドの先住民族

のドラビダ族にはじまるといわれる.しかし紀元前

2000年頃からアｰリア民族の侵入によって南方へ圧迫さ

れた.その後いろいろな人種民族カミ侵入してきており

人種的には混血か進んでいるカミ大部分はアｰリア族で

あるといわれている.

しやか

宗教的には紀元前5世紀釈迦の開いた仏教はカ

ｰスト制を否定したのでバラモン教にあき牟らぬ人々

から支持されて栄えた.バラモン教は仏教以前からバ

ラモン(僧侶)を中心に行なわれていた古代インドの民

族宗教で犠牲を重んじて難行苦行を尊ぶ教えを中心に

していたものである.その後仏教に変ってピンズ∵

教カミ根をおろした.､またトノレコ民族はイスラム教を

信えムガｰノレ帝薗(1526～1858)はイスラム文化を発

展せしめた.こうしたからみあいで言語宗教がき

図24観光地で子供の絵葉書売りにせめられ閉口している筆者(オｰラ

ンガバッド近くのDau1atabadFortにて)�
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図28E11o蝸洞窟の最も立派恋宮殿の入口

わめて複雑で政治的文化的統一をむずかしくしている

のである.宗教はヒンズｰ教徒か80%も占めるがイ

スラム教キリスト教シク教ジャイナ教仏教など

もあるというわけである.その上言語も多様で公用

語(州)だけでも14をかぞえるという.日常生活を大

きく支配するカｰスト制度には基本的には4階級つま

りバラモン(僧侶)クシャトリア(王侯･武士)バ

イシャ(農工商)スｰドラ(奴隷)がありさらに

2,000～3,000の分類があってすべての生活に影響を与

えているというから大変荏ことである.

Enoraの洞窟に入った.デカン高原の北部一帯は

溶岩台地で岩盤の切り立つ地形カミいたるところにみられ

インドカミ世界に誇る石窟建築の70%がここに集まってい

るという.たかでもこのE11oraとAjantaはその最

大の規模をもつ代表的存在である.EnOrαには34の洞

窟灘カミあり仏教ヒンズｰ教ジャイナ教と軒を並べ

図29

E11ora洞窟の内部帥1線は溶岩の図30E11o閉洞窟で会った団体観光

境界SegregationVeinも多い団のほがらかな夫婦

て3世紀から13世紀にかけて造られた.図2829は

E11oraの玄武岩溶岩を切り開いてつくられたヒンズｰ

のカイラｰサテｰタ(シバ神)寺でヒンズｰ建造物の

極致であり静的な仏教窟に比べてどの神々も官能的狂

肉体の活動性をダイナミックに表現している.ヒン

ズｰ教カミ興隆したのは4世紀以降であってこのE11ora

の第16洞窟には彫刻灘も多い.図29にみられる塔には

溶岩中のSeξregatiOnマe三nカ潔い帯となって何本も走っ

ていた己,溶岩の一枚の単位がこういう断面にはよくあ

らわれている.白い線が溶岩流の境いである､E110･

ra洞窟入口付近で会ったインドの観光団の中に非常に

愉庚なご夫婦カミいた.･風俗写真を一枚撮りたいと思い

団体の中に入ってお願いしたところこのカップノレがよ

ろこんで出てくれた(図30).｢私は背が高くインド

では男カミえらいのだ｣と力説していた.困りからワァ

ワァはやしたてられていた.実に楽しい一時であった.

さて翌日にはAurangabadから約100止血はなれた

AjantaCavesまで足をのばした.途中の露頭調査は

今までと変わりはない.溶岩の間には9reenbo1eや

redbo1eが多い.vesicularには二次鉱物が一杯つま

っている.溶岩には時折斜長石の9iantph虹｡cryst

を含むものがある(図31).ノ･ンマｰの柄の黒くぬりつ

ぶした部分力い0c㎜'である.早期晶出鉱物の｡rysta1

Settingを思わせる試料だ.

Ajantaの洞窟は1819年に英国の陸軍に発見された.

フゴ…ラ川の崖に黒い口をあけて並ぶ洞窟群(図3233)

の前にはかつて仏教やヒンズｰ教の僧や信者たちカミ通

ったであろう参道が観光用に整備されている.洞窟

は29あり写真の右手から左方へ順次年代が新しく恋っ

図31デカン玄武岩類にしばしば見られる斜長石の巨斑晶�
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図32オｰランガバッド西北西方約100kmの谷間に展開する有名なAjantaCaves

さぐるメッカとされている

図33Ajanta洞窟群近景

ている.紀元前2世紀から紀元7世紀にかけて刻まれ

たものである.礼拝の対象が仏塔から仏像へと移り

しやか

変る過程釈迦像の変遷は興味がある.日本の法隆寺

の壁画に非常によく似た壁画カミありびっくりさせられた.

洞窟の一つの天井に面白い縞模様を発見(図34).荒

牧隊長によると下位の溶岩の部分カミ取り去られ自然

にあらわれた溶岩表面(当時流出時には溶岩湖であっ

たと思われる)の様子を示すもので貴重な写真になっ

た.洞窟内は真暗校ので大島隊員のフラッシュに合

わせてシャッタｰをおろした.壁画には様々な仏伝か

ら作られたものカミある.採色画であるカミ黒白写真に

はよくうつらないので絵葉書による画をここにごらん

にいれたい(図35).この壁画はうっかりすると見落

すほどの小さな部分で｢MotherofBuddha｣という有

名な画である.図36はボンベイのホテノレの壁にかけ

られていたもので黒いうるし地に金色の線で面かれた

立派な現代作品である.このようにE11oraやAjanta

は仏教の源泉を探るメッカとされるべき理由を持ってお

り事実日本の仏教関係者の訪問カミ多いということであ

る.AjantaCaves近くの河原で珍しく柱状節理を

見た.デカン高原ではっきりしたものを見るのは初

めてであった.そのほか火山砕屑岩に富む露頭も観

察されだがやはり砂層物はデカン全体に対して非常に

1819年に英国の陸軍に発見され仏教の源泉を

図34Ajantacaves(洞窟)の1つに見られた天井下位の溶岩表面

の模様がそのまま残っている

少ないようだ.

Aurangabad地域の調査を終え横断調査旅行隊は東

方のChikaldaraを経てNagPurに向った.NagPur

は前回に筆者が訪間したことは地質ニュｰスNo.195

にも記したがインド地質調査所最大の支所カミある.

一方筆者と今田隊員は次の別の調査地旅行のため

ひとまずボンベイに帰った.その目の朝6時45分発の

IndianAir1inesはロｰカル線のため高度約3,500m

で飛んだ.しかも朝方たために眼下の地形の陰影が

図35Ajantac研e(No.2)の壁図36rMo出erofBuddユ1a｣

画(擦色)で有名なrMotherの現代画

｡fB口ddha｣�
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はっきりしておりデカン高原の地形展望を満喫するこ

とができた.その時に写したカラｰスライド写真の

反転ネガからの写真は図3738である.図37の深い谷

底から台地頂上までの比高は約1,000mである.前回

に調査したMahaba1eshwarsectionに近いところだ.

さて図38は図37よりAuragabadに近い位置のもの

で比高200m程度の直交する岩脈の様子である1手

前あるいは右上方にもいくつかの岩脈が見られる.こ

ういう岩脈群はデカン玄武岩類の噴出口(丘SSureeru･

ptiOn)では放かろうかということは古くからいわれて

いることである.

ギルナｰ地域

一隊は南方のHyde工abad地域の調査に出かけた.

筆者と青木隊員は前回にも調査したGimarHi11とぞ.

の周辺地域に出発した.DC3型という尾輪のつい

た古い双発機でKeshodへ1時間40分の飛行であった.

3年前に大変お世話になったB.XJAY畑畑氏カミ迎え

図37ボンベイ東方のデカン高原の図38オｰランガバ茎ドｰボンベイ

侵蝕崖溶岩の累積がみごと

(高度約3,500m)

間で見られたデカン高原上の

直交岩脈群比高は200mに

およびその数は数えきれ念い

ほど(高度約3,500m)

に来ていて思わず外国式?に抱き合ってしまった.

なつかしかった1空港からJunagadhまでジｰプ.

宿舎は前回と同様Manoraja皿GuestHouseである.

かつての王侯の宮殿跡でそのまま役人の宿泊施設とな

っているものである(図39).名コックのALIさん

の味は忘れられない.JAY畑蛆氏は地質調査所の

Jaiput支所長に栄転していた.Ab㎡edabad支所から

はBAmYo趾D亘Yムという若い人が参加してきていた.

調査にはこうした地質屋に運転手召使いなどが

加わり図40のような次第になる.この地域には西

方の岩脈灘を除いて全てアノレカリ岩系の岩石が分布し

とくにこのGimarHi11はデカン玄武岩類を貫くモン

ゾナイトや花開閃緑岩の深成岩からたっている.周囲

･にはこれらを取巻くはんれい岩の･ingd池eがある.

図41はその遠望で左右手前のスロｰプは皿1ift-upさ

れた玄武岩溶岩である.

またJunagadh北西方約23kmにはOsam剛1

(314m)という西方に5｡内外傾斜した地形が残ってい

る(図42).大部分はかんらん石玄武岩の溶岩と火砕岩

とからなるカミ山頂部の厚い溶岩と若手寄りに見られ

る岩脈はアノレカリ流紋岩である.この関係は前回に

･調査したはるか東方のPavagadHi11によく似ている.

岩脈の近接写真は図43である.接触急冷部はガラス質

の黒曜石になっている.火砕岩の空隙には二次鉱物

が発達しており沸石のきれい校結晶も見られる(図44).

その後の調査旅行は南西方のGirFo･est地域であ

りそこに保護されているライオン見物も楽しかった.

このあたりの岩脈は粗粒玄武岩カミ多くアノレカリ岩系の

ものではないようだ.ここに田舎でよく見かける牛

糞を材料にした乾燥燃料をお目にかけよう(図45).ま

た帰路のKeshod空港への途中に立寄ったヒンズｰ

一.鑑

図39ギルナｰ丘近くジエンナガｰドの役人巡回宿泊施設もともと

王侯の宮殿であったもので大理石造り

図40ギルナｰ丘を右後方に記念撮影左から人夫Mr.S.BANDY0

Pム㎜趾青木運転手Jaip皿支所長に栄転されたMr.B.W

JAYAR舳運転手召使�
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榊1･繍,･､,呈鱗･.､､､'1甜一難燃,灘

図41ギル十一丘の北酉側からの展望中央部がギルナｰ丘の深成貫入岩体左右手前のスロｰプは1ift-upされたデカントラップス(玄武岩)

･≡灘

図42ギルナｰ丘西方のOsamHi11(314m)山頂の溶岩はアルカリ流紋岩右手寄りの突出部は同様狂岩質の岩脈

教6本山の石灰岩と大理石の精巧な彫刻におどろかされ

る(図46).Keshod空港でお目にかかった若いカップ

ノレの写真は後で送ったところ大変よろこばれた.カ

ラｰでないのカミ残念というべきまことにきれいなサリ

ｰであった(図47).こうして調査を終えてボンベイ

にはそれぞれの調査グルｰプがもどってきた.筆者の

調査旅行からはずれた地域の説明は省略させていただく.

おもな調査地域と採集岩石はまとめると次のような

ものである.

1)ボンベイ地域:

��楮敢慳�琬�捲楴楣����楴捨�潮攬�慣���

�来�楴攬���楮敢慳�琬�步献

2)ボンベイｰプｰナ地域(イカトプリ):

O1iv1nebasalt,同左中のsegregationvein,Dykes.(地震

観測)

3)エロｰラニアジャンタ地域(オｰライガバッド):

O1ivinebasa1t,同左中のsegregationYein,Dukes.

4)ハイデラバッド西方地域:

��楮敢慳�琬��物��牡���������

5)マドラス地域1

Chamockit♀,Granite,Mi9皿atite,Gneiss,Gabbro,

O1ivinebasa1t,Dy長es.

6)ハンガロア地域:

Granite,Migmatite,Gneiss,O1iマinebasalt,Dyしes.

7)ギルナｰ地域:

01i∀inebasa1t,Do1erite,Phyolite,Gabbro,Dykes.

(Secondary工ninera1s)

8)ボンベイｰプｰナ横断1

��楮敢慳�琬�步��杲敧慴楯湶�渮

図430samHi11にみられるアルカリ

流紋岩碧脈(加ax.ユOm)手前

側は接触部の黒曜岩

図44火山砕屠岩中に発達する二次鉱物沸石の一種ギルナｰ丘

西方の0sa㎜Hi11にて

図45牛の糞の燃料閏舎では枯草征

とが入っているからまだよい�
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図51

インド古典舞踊券左上部はダンサｰのサ

イン

ムの停戦協定が結ばれたところで｢サイゴン上空｣と

のアナウンスに見下したベトナムの緑と赤土のコント

ラストが強烈な印象として残っている.

あとがき

この研究はインドとくに地質調査所の積極的狂協

力があって成功したものである.研究成果は目印共

同で正式に公表されることを前提としている.一部の

ものは発表されているがいずれは論文集のような形で

まとめられることになっている.なお現地で行なっ

た高感度地震計のレコｰドによるとインド大陸は現在

もヒマラヤ山系方向への水平移動カミ続いているらしい.

この大陸移動の問題は岩石の残留磁気の研究結果など

にもあらわれているようだ.またK-Ar法による年令

測定はデカン玄武岩溶岩の噴出活動が60～65m.y.を

中心にして行なわれたことを示している.これは第三

紀に入って間もない頃である･玄武岩類の噴出期間は

従来いわれていたほど長くはなかったらしい.この年

令はインド大陸半島が南半球のゴンドワナ大陸から

分離して大陸移動を行狂い赤道を通過したころと考

えられる.そうなると現在の位置における地下深

所の上部マントルはデカン玄武岩のマグマを発生せし

めたマントルそのものであるかどう永疑問となる.

採集試料の鉱物学的研究や化学分析ストロンチウム

同位体比測定希土類元素などの結果からはこの大量

に噴出したマグマは上部マントノレで生成されさらに

結晶分化作用によって鉄成分の濃集にみられるような分

化岩を生成せしめているということになる.アルカリ

岩系のマグマはアノレカリの濃集によって生成されたか

あるいはとくにアノレカリ岩系の分化岩酸性塔の場合地

殻物質との混成作用または部分溶融による生成物が

いずれかのものであろう.このように地球規模の議

論カミ可能になり引続き行なわれている各種の分析や

測定からさらに議論カミ展開されることが期待されてい

る.

なおこうした国際協力による科学研究はまヂます多

くなるものと思われる.この場合相手国(複数のこ

ともある)との充分な情報交換はもちろん調査地(国)

への調査用具の搬入のための手続きを確実

に行なうことである.事実日本の外務

省大使館領事館などにはひとかたな

らぬお世話になったからである.

(筆者は地球化学課)

図52

ボンベイの郵便局での案内板

ヒンズｰ講と英語による数字に注意�


